












































としておく O ただし，ydは財の需要量，M は貨幣の需要量，また Lo-Ls
はレジャーである。 mdは今期における家計の外貨の純購入量とする o
貨幣の初期保有量 Mo，利潤を π，為替レートを qとすれば予算制約は，
ρyd+M+qmd+ω [Lo-LsJ =Mo+π+wL。



































ただし， Zは輸入， X は輸出を示す。通常の閉鎖経済の不均衡体系に一

















いま仮りに s= 0の均衡線が点Wを通過するとしよう o このとき第 l図に
おいて， s = 0は右下りであり， また点目7より上の領誠および下の領域にお
いて L1=L2 と Ll=Laの両均衡線に固まれた部分に位置するo もし，財ili
場で有効需要と有効供給が一致すれば価格機構が作用して国際収支も交易条
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(注2) ベナシー， p. 522. 
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